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本書は，平成16年に発刊された「細幅

箱桁橋のコンセプトと設計例」の改訂版

となります。細幅箱桁橋は，開発されて

から20年近くになりますが，最近では合

理化構造の橋梁形式としての認識が広ま

り，多くの橋梁に採用されるようになり

ました。そこで，平成29年の「道路橋示

方書・同解説（以下[道示]）」改定に伴

い，タイトルを「細幅箱桁橋の設計例と

解説」に改め改訂することと致しました。 

今回の[道示]改定では，橋に求められ

る要求性能として，鉛直方向の作用に対

してだけではなく，橋軸直角方向に作用

する横荷重に対しても耐荷性能の確保が

求められるようになりました。そのため，

本書では，それらの組合せを考慮した耐

荷性能の照査の例を示しています。 

また，細幅箱桁橋では，床版に鋼コン

クリート合成床版が採用されるケースが

多いことから，本床版形式を採用した場

合の設計に関わる留意点についても言及

しています。 

このように，本書は新しい[道示]に準

拠した細幅箱桁橋の計算例を示しており

ますが，お気づきの点がございましたら，

お知らせ頂けますと幸いです。 

なお，本書はあくまでも一例を示した

ものであり，適用にあたっては，個別の

諸条件を十分に考慮のうえ，御利用者様

の責任において判断されますことをお願

い申し上げます。 
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